
科目コード 記号 科　　　　　　目　　　　　　名 学年 単位・時間 必修・選択 授業形態 単位種別
3055 MS11 　機械工作法Ⅱ：Manufacturing Process Ⅱ 　3M 　２・９０分 　必修 講義・通年 履修単位
教　員　名  後藤 実 ： GOTOU Minoru

授
業
概
要

 加工技術（ものづくり）は、わが国の産業を支える基礎技術である。授業科目「機械工作法」では、各種加工法の原理、工程および特徴について体系
的に述べる。２学年の後期では、非除去加工の前半（鋳造および鍛造）について述べた。３学年前期の授業では、非除去加工の後半、押出し・引抜き・
圧延加工・転造・プレス加工）、３学年後期は除去加工の前半（切削加工）、後半（と石およびと粒による加工）について述べる。

到　達　目　標 評　価　方　法
１）塑性加工法の技術に関する知識が習得できる。
２）溶接法の特徴および機械について理解できる。
３）切削加工の基礎を的確に理解できる。
４）と石およびと粒による加工の基礎を的確に理解できる。

①中間試験、②期末試験、③レポートで評価する。評価基準は①４０％、②４
０％、③２０％とする。
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非除去加工の
後半　　　１．塑
性加工

１）押出し加工
除去加工の前
半１．機械加工
の目的

機械加工の位置付け、機械加工の分類につい
て説明する。

第１ 第１６

 ２）引抜き加工  
機械加工における加工原則、機械加工のシス
テムと評価関数について説明する。

第２ 第１７

 ３）管材加工
２．切削加工
金属の切削機
構

１）切りくずの分類、構成刃先の生成機構および
熱の発生について説明する。

第３ 第１８

 ４）ねじおよび歯車の転造加工  
２）切削抵抗とその分力、切削抵抗の測定、切
削条件と切削抵抗の関係について説明する。

第４ 第１９

 ５）せん断・曲げ加工  
３）切削抵抗の解析、材料の変形について説明
する。

第５ 第２０

 ６）絞り加工  ４）せん断角の関係式について説明する。第６ 第２１

前期中間まと
め

前期中間まとめとして試験を行う。  
５）切削仕上げ面および切削油剤について説明
する。

第７ 第２２

２．溶接 １）溶接の概要
後期中間まと
め

後期中間まとめとして試験を行う。第８ 第２３

 ２）アーク溶接 ３．切削工具
１）工具材料および工具形状について説明す
る。

第９ 第２４

 ３）ガス溶接  
２）工具損傷の原因と工具寿命方程式について
説明する。

第１０ 第２５

 ４）特殊融接法
４．と石および
と粒による加工

１）砥粒加工の種類、研削砥石について説明す
る。

第１１ 第２６

 ５）抵抗溶接法  
２）研削形態の分類および表面損傷について説
明する。

第１２ 第２７

 ６）圧接法  
３）研削砥石と工作物の接触状態について説明
する。

第１３ 第２８

 ７）ガスおよびアーク切断  
１）精密加工作業の概要、ホーニング加工、ラッ
ピング仕上げについて説明する。

第１４ 第２９

 ８）ろう付けおよびその類似接合法 まとめ
全体の学習事項のまとめを行う。また授業評価
アンケートを行う。第1５ 第３０

関連科目  材料学Ⅰ
教　科　書  機械工作法（佐久間 敬三他２名・朝倉書店）
参　考　書 機械工作法Ⅰ（米津　栄著・朝倉書店）、機械工作法（加藤 仁他２名・森北出版）

授業評価・理解度 最終回に授業評価アンケートを行う。
備　　考  
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